東海地震と浜岡原発

[image: image1.png]t e o
RS—VHAE 4 \ EA77

Oy 7&ER

\

t’\)'jﬂ%%\,{\‘)b
D 175 Ci/hat

B 545 ci it

Wit
@




　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
[image: image2.jpg]





*大鹿村大河原5518-1、 くわしくは河本の個人ホームページ

http://www.i-chubu.ne.jp/~kazakiyo をごらんください
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広い範囲が居住不能に


  上の図はチェルノヴィリ原発事故による、セシウム137という長寿命の放射能による地面の汚染状況です。セシウム137は、地面の表層に永くとどまりガンマ線を浴びせます。同じ縮尺の日本地図を、事故原発と浜岡を合わせて重ねてあります。 


  図でいちばん濃く着色されている地域は、立ち退き地域です。いちばん離れたところでは、事故原発から280kmまで居住不能地が広がっています。その総面積は長野県全県とほぼ同じ1万平方kmです。けれども、事故後13年たったいまも、移住は完了していません。


  図で着色された全範囲が、日本では立ち入りが規制される放射線管理区域と同じ放射能レベルになっています。その面積14.5万平方kmは、日本の本州の２分の1以上の広さです。
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  ところが神戸では、最高818ガル、数カ所で600ガルを超える揺れが観測されました。図の震源モデルの提唱者である石橋克彦神戸大学教授は、浜岡での揺れは「兵庫県南部地震の震度7の地点よりも複雑で長時間で、はるかに厳しいはずである」と述べています。


地震に弱い原子力：崩壊熱


  そのうえ原発には、他のエネルギーにはない特有の弱点があります。


  原子炉でウランを“燃やす”と、もとのウランの1億5千万倍の強さの人工放射能が生じます。放射能は、自然に別な原子に変わっていきますが、このときに出すエネルギーを崩壊熱といいます。いわば、“灰”が発熱し続けるわけです。


  短寿命の放射能が出す崩壊熱は莫大です。このため原発は、停止後も冷却水を回して冷やし続けなければなりません。もし冷却水が失われると、炉心の燃料集合体の温度が上がり、数千度になって溶け落ちてしまいます。


  もし炉心溶融が進めば、原子炉の鋼鉄の壁やコンクリートの格納容器も破壊され、1986年の旧ソ連のチェルノヴィリ原発事故を上回る大事故になると恐れられています。








東海地震の震源


 上の図は、東海地震の震源モデルのひとつです。


地震の震源は“点”ではなく、大きさをもった“面”です。このモデルでは、70km×115kmの岩盤が破壊され、上側（陸側）のプレートが平均4mずれ動くと考えられています。その震源域は、長野・静岡県境の赤石山脈の下まで広がっています。地震のエネルギーの大きさは、1996年の兵庫県南部地震の15倍になると予想されています。


震源の真上にある浜岡原発


  その震源面の真上に、浜岡原子力発電所があります。浜岡の岩盤は1年に5mmづつ沈降していますが、地震時には、いっきに1mほど跳ね上がると考えられています。


　浜岡には4基の原子炉があります。原子炉1基には、10億～１兆人の致死量の放射能があります。一般の建築基準は、建物が壊れても人命に被害が及ばないことを目標にしています。けれども原発では、わずかの放射能漏れも許されません。


  にもかかわらず、東海地震説以前に建設された1～2号機では、最重要機器でも450ガルまでの揺れしか想定していません。最近の3～4号機でも600ガルまでです。








現実に起こった炉心溶融事故


  1979年、アメリカのスリーマイル島原発で、燃料集合体の50％以上が溶け落ちる炉心溶融事故がありました。配管は無事だったので冷却水の再注入に成功し、大惨事はまぬがれました。


  それまでは炉心溶融は現実には起こらないと主張されていたのです。この事故以後アメリカでは原発の着工は中止され原発は減り続けています。





大地震で配管が壊れたら？


  7月12日、敦賀原発で、分岐した配管の長さ8cm幅0.2～0.3mmのひび割れから冷却水全体の5分の1の51トンの水が失われました。さいわい失われ方がゆっくりだったため同量の水を補給し続けることができました。


  もし大地震のため、配管が切れたりしたらどうなるでしょうか。





河本和朗*＊：








原発震災に備えよう


  静岡県は、東海地震による静岡県内の人的被害を、地震対策が効果を発揮するという前提で、死者2574人、重傷・中等傷91346人と想定しています。けれども原発事故はまったく考慮されておらず、原発事故を含めた地震防災対策もまったく考えられていません。もし陸地方向が風下になれば、放射能による急性死が10万人になるという見積もりもあります。


  長野県は地震による県内の被害を、死者71人、負傷者706人と見積もっています。原発事故で風下になったとき、初期の数ヶ月の防護や避難のちがいが、数～数十年後のガン死に影響します。静岡方面の人たちのことも考えながら、その時の自分の行動を、思い描いておく必要があると思います。
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